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サ
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パ
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佐
藤
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大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
二
月
五
日
、
私
は
当
時
の
京
都

府
加
佐
郡
岡
田
上
村
と
い
う
所
の
農
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
学
校
を
卒
業
し
、
三
男
で
あ
る
の
で
家
業
を
継
が

ず
、
舞
鶴
の
海
軍
工
■
（
現
在
の
日
立
造
船
の
前
身
）
に
幼
年

工
と
し
て
入
所
、
工
■
で
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
で
す
か
ら
い

わ
ば
「
舞
鶴
工
■
生
え
抜
き
の
技
術
工
」
と
し
て
教
育
を
受
け

た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
設
計
に
お
り
ま
し
た
か
ら
、
駆
逐
艦
「
夕
月
」「
潮

風
」
そ
の
他
の
設
計
と
い
う
仕
事
に
従
事
し
ま
し
た
。
舞
鶴
工

■
の
工
■
長
は
将
官
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
工
■
で
は
主
と
し
て
駆

逐
艦
を
建
造
し
て
お
り
ま
し
た
。
入
■
は
昭
和
十
四
（
一
九
三

九
）
年
頃
で
す
が
、
ま
だ
少
年
兵
の
私
は
教
育
と
修
業
を
受

け
、
仕
事
は
最
初
か
ら
図
面
の
ト
レ
ー
ス
（
写
し
）
か
ら
教
育

を
受
け
ま
し
た
。
ご
承
知
の
人
も
お
る
と
思
い
ま
す
が
「
烏

口
」
に
墨
を
入
れ
原
図
を
写
す
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に

書
く
の
で
す
。
し
か
し
、
烏
口
と
は
、
烏
の
口
ば
し
の
よ
う
な

形
を
し
た
も
の
で
、
細
く
書
く
た
め
、
墨
を
入
れ
る
先
を
余
り

削
る
と
薄
い
紙
な
の
で
破
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
削
り
加
減
が
難

し
い
の
で
し
た
。
初
期
の
頃
は
、
先
輩
の
作
業
の
下
準
備
の
よ

う
な
仕
事
で
し
た
。

そ
の
後
は
、
だ
ん
だ
ん
と
仕
事
も
覚
え
、
ト
レ
ー
ス
も
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
技
術
者
と
し
て
高
度
な
作
業
ま
で
命
ぜ
ら



れ
、
そ
の
後
は
製
図
ま
で
や
り
ま
し
た
。

造
兵
課
の
中
に
は
、
電
気
・
水
雷
等
が
あ
り
、
重
量
科
と
い

う
所
で
は
艦
全
部
の
重
量
を
計
算
す
る
の
で
す
。
何
万
ト
ン
の

戦
闘
艦
か
ら
何
百
ト
ン
と
い
う
小
艦
艇
ま
で
、
大
砲
か
ら
マ
ス

ト
、
艦
の
装
甲
と
い
う
（
鉄
板
の
厚
さ
や
形
な
ど
）
ま
で
、
細

か
く
計
算
す
る
の
で
、
そ
の
細
か
い
計
算
の
累
計
に
よ
り
総
ト

ン
数
・
排
水
量
を
出
す
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

工
■
に
は
造
兵
・
造
船
・
造
機
と
三
部
門
が
あ
り
、
私
は
造

兵
の
仕
事
で
し
た
。
当
時
か
ら
特
に
戦
時
に
な
る
と
、
民
間
の

船
が
徴
用
さ
れ
、
船
の
中
部
を
改
造
す
る
。
火
器
を
作
っ
た

り
、
船
室
を
作
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
改
造
艦
の
図

面
も
書
き
ま
し
た
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
造
船
・
造
機
・
造
兵

関
係
部
門
が
あ
り
、
そ
の
中
に
電
気
な
ど
も
当
然
あ
り
ま
し

た
。私

の
仕
事
は
徴
用
艦
船
で
、
主
に
輸
送
関
係
の
船
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
戦
中
特
に
、
外
地
よ
り
の
重
要
物
資
の
輸
送
、
兵

員
の
輸
送
等
の
海
軍
に
対
す
る
任
務
が
増
加
し
ま
し
た
。
従
っ

て
、
工
■
と
し
ま
し
て
は
、
戦
う
た
め
の
輸
送
、
補
給
が
重
要

に
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
。

私
も
入
■
四
、
五
年
に
な
り
、
■
内
の
様
子
も
、
仕
事
の
状

況
も
把
握
し
、
若
い
な
が
ら
一
人
前
の
技
術
工
員
と
し
て
、
あ

れ
や
、
こ
れ
や
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

先
に
申
し
た
通
り
、
私
は
造
機
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で

は
駆
逐
艦
専
門
の
舞
鶴
工
■
に
も
巡
洋
艦
も
入
っ
て
き
ま
し

た
。
舞
鶴
は
、
海
の
深
さ
の
関
わ
り
も
あ
り
何
万
ト
ン
と
い
う

戦
艦
は
中
ま
で
入
っ
て
は
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
が
、
改
造
徴
用

船
、
輸
送
船
は
随
分
入
り
、
私
も
、
船
内
改
造
の
図
面
も
書
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
入
■
四
年
も
過
ぎ
た
の
で
、
臨

時
か
ら
本
工
■
と
な
り
、
一
等
工
員
と
身
分
も
進
む
と
共
に
、

任
務
も
重
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
の
徴
兵
検
査
で
は
甲
種
合
格
で
、
昭
和
十
八
年

徴
集
兵
と
し
、
同
年
三
月
、
旧
福
知
山
歩
兵
第
二
十
連
隊
へ
入

営
し
た
の
で
し
た
。
私
は
、
三
男
坊
で
し
た
か
ら
家
庭
の
こ
と

は
心
配
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
ま
で
の
四
年
は
、
海
軍
関

係
勤
務
が
、
今
度
は
正
式
の
現
役
軍
人
と
し
て
歩
兵
部
隊
へ
の

入
営
で
、
若
干
は
勝
手
が
違
い
、
不
安
が
無
い
で
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。



旧
歩
兵
第
二
十
連
隊
は
、
中
部
第
六
十
三
部
隊
と
い
う
名
称

に
代
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
三
月
入
営
し
、
い
わ
ゆ
る
初
年
兵

教
育
、
五
月
に
は
一
期
の
検
閲
が
あ
り
、
我
々
の
部
隊
は
軍
旗

を
持
っ
て
、
中
部
第
二
部
隊
に
移
動
と
な
り
ま
し
た
。
現
役
兵

に
よ
る
部
隊
が
編
成
さ
れ
、
兵
舎
は
名
古
屋
城
内
に
あ
り
ま
し

た
。昭

和
十
九
年
二
月
、
私
は
上
陸
作
戦
に
伴
う
専
修
要
員
に
選

ば
れ
、
輸
送
船
よ
り
上
陸
用
艦
艇
へ
の
乗
降
訓
練
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
完
全
軍
装
の
重
量
ま
で
雑
の
う
に
石
を
入
れ
、
銃

は
ピ
ー
ポ
ー
銃
（
模
擬
銃
）
を
持
ち
、
二
月
の
寒
中
に
用
水
地

に
飛
込
む
訓
練
ま
で
し
ま
し
た
。
寒
い
こ
と
寒
い
こ
と
、
昼
間

に
二
時
間
位
寝
か
せ
て
も
ら
う
だ
け
の
、
厳
し
い
、
苦
し
い
訓

練
で
し
た
。

師
団
長
は
賀
陽
宮
殿
下
で
し
た
が
、
他
の
師
団
長
と
代
わ

り
、
昭
和
十
九
年
五
月
、
第
二
部
隊
は
、
三
日
間
か
け
て
兵
営

を
出
発
し
ま
し
た
。
表
門
、
裏
門
と
分
か
れ
て
秘
密
裡
に
出
発

し
た
の
で
す
。
ど
こ
か
ら
汽
車
に
乗
っ
た
の
か
、
ど
こ
か
ら
船

に
乗
っ
て
、
ど
こ
へ
上
陸
し
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
に
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
本
隊
は
サ
イ
パ
ン
島
へ
上
陸
し
た

の
で
し
た
。

私
は
、
初
年
兵
教
育
が
終
わ
り
、
一
選
抜
の
上
等
兵
に
な

り
、
憲
兵
学
校
で
教
育
を
受
け
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
第

一
中
隊
に
入
り
一
個
班
二
十
人
程
位
で
四
個
の
内
務
班
、
そ
れ

が
四
個
中
隊
あ
り
、
計
三
百
人
程
で
憲
兵
学
校
で
教
育
を
受
け

た
の
で
し
た
。

部
隊
が
サ
イ
パ
ン
島
へ
出
発
す
る
、
私
は
そ
の
前
に
先
ほ
ど

申
し
た
上
陸
作
戦
に
伴
う
専
門
教
育
を
受
け
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
五
月
部
隊
出
発
前
、
私
は
中
隊
長
の
命
令
で
憲
兵
学

校
の
第
二
次
試
験
の
合
否
決
定
ま
で
部
隊
に
残
れ
と
申
さ
れ
、

内
地
へ
残
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

部
隊
は
出
発
し
、
中
隊
が
空
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
開

業
医
師
が
召
集
さ
れ
、
私
は
外
地
出
発
ま
で
、
軍
医
に
対
す
る

軍
隊
教
育
の
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。
軍
医
に
対
し
て

は
、
気
を
付
け
か
ら
の
基
本
教
育
を
し
た
の
で
す
。
年
配
者
の

医
師
、
軍
医
で
す
か
ら
、
階
級
は
将
校
で
す
。
若
い
私
が
、
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
使
い
な
が
ら
初
歩
教
育
を
す
る
の
で
す

か
ら
い
ま
で
も
階
級
を
越
え
た
教
育
は
、
か
え
っ
て
や
り
辛
い

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。



七
月
、
憲
兵
学
校
試
験
に
は
中
部
第
二
部
隊
よ
り
四
人
合
格

し
ま
し
た
。
私
は
引
率
者
と
な
り
、
東
京
中
野
の
憲
兵
学
校
に

入
校
し
ま
し
た
。
私
の
階
級
は
一
選
抜
上
等
兵
で
し
た
が
、
そ

の
後
、
卒
業
ま
で
上
等
兵
の
ま
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

憲
兵
学
校
の
教
育
は
、「
逮
捕
術
」「
ピ
ス
ト
ル
の
射
撃
術

（
十
四
年
式
拳
銃
と
い
う
大
き
な
拳
銃
）

」「乗
馬
術
」「
格
闘

術
」
な
ど
の
学
科
も
あ
り
ま
し
た
。
と
に
か
く
実
際
に
は
、
階

級
を
越
え
て
の
職
務
執
行
で
す
か
ら
、
な
か
な
か
厳
し
い
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

教
育
期
間
は
七
月
か
ら
十
二
月
の
六
カ
月
間
で
し
た
が
、
内

務
に
は
下
士
官
と
、
班
付
上
等
兵
が
い
る
。
そ
の
上
等
兵
が
入

院
し
た
の
で
、
私
が
衛
門
の
歩
■
勤
務
の
時
、
私
が
歩
■
係

や
、
営
舎
係
と
な
る
が
、
そ
の
時
だ
け
班
付
上
等
兵
の
勤
務
を

す
る
の
で
す
。
候
補
生
と
し
て
の
班
付
は
上
等
兵
勤
務
者
に
は

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

十
二
月
、
卒
業
を
前
に
し
校
庭
で
検
閲
の
実
施
中
に
米
軍
の

Ｂ29

爆
撃
機
の
来
襲
が
あ
り
、
一
時
中
断
す
る
と
い
う
緊
迫
し

た
状
態
も
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
し
て
、
舞
鶴
地
区
憲
兵
隊
勤
務

を
命
ぜ
ら
れ
た
四
人
を
引
率
し
て
赴
任
し
、
警
務
課
勤
務
と
な

り
、
実
際
の
憲
兵
の
初
任
者
と
終
戦
近
い
時
期
の
任
務
を
し
た

の
で
あ
り
ま
し
た
。

私
は
当
然
外
地
勤
務
だ
と
覚
悟
し
て
い
た
の
で
す
が
、
警
務

係
で
あ
り
ま
し
た
。
道
路
の
整
理
や
、
駅
で
の
取
り
締
り
、
徴

兵
検
査
や
点
呼
で
の
取
り
締
り
。
士
官
学
校
や
下
士
官
以
上
の

結
婚
等
の
身
元
調
査
も
し
ま
し
た
。

駅
で
は
、
貨
物
列
車
の
出
入
り
の
数
の
検
査
等
を
し
ま
し
た

が
、「
東
舞
鶴
」
勤
務
中
、
不
法
者
一
人
を
逮
捕
し
ま
し
た
。

軍
帽
を
被
っ
て
い
る
が
階
級
章
も
脚
絆
も
は
い
て
い
な
い
の

で
、
憲
兵
隊
へ
連
れ
て
い
っ
た
ら
、
逃
亡
者
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
取
調
べ
は
上
官
が
や
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
宮
津
へ
転
属
し
、
補
助
憲
兵
十
五
人
を
指

揮
し
、
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
上
等
兵
は
二
人
で
、

他
は
一
等
兵
の
人
で
し
た
。
六
月
頃
に
は
舞
鶴
軍
港
に
駆
逐
艦

が
分
散
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
山
の
上
の
空
か
ら
空
襲
、
機
銃
掃

射
を
受
け
ま
し
た
が
、
我
が
軍
の
防
空
隊
の
射
撃
で
一
機
が
宮

津
と
天
の
橋
立
の
間
に
墜
落
し
ま
し
た
。
そ
の
遺
骨
は
憲
兵
隊

で
保
管
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
戦
後
進
駐
軍
に
渡
し
ま
し
た
。



そ
の
前
後
に
舞
鶴
工
■
が
空
襲
を
受
け
、
大
分
被
害
が
出
ま

し
た
。
ど
こ
が
ど
う
な
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

死
亡
者
も
あ
り
ま
し
た
。
空
襲
時
の
民
衆
の
移
動
指
示
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

終
戦
で
は
残
務
整
理
で
残
っ
て
、
銃
や
、
剣
な
ど
の
兵
器
を

そ
ろ
え
て
、
取
り
に
来
ま
し
た
舞
鶴
の
本
隊
に
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
残
務
整
理
に
は
二
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
の
方
や
、
私
の
分
隊
か
ら
は
呼
び
出
し
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
憲
兵
に
対
し
て
は
、
戦
後
も
、
戦
中
の

い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
対
す
る
呼
び
出
し
等
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
れ
に
は
、
戦
中
の
戦
犯
問
題
で
疑
惑
を
か
け
ら
れ
、
Ｃ

級
戦
犯
で
罪
を
負
わ
せ
ら
れ
た
人
も
多
く
あ
っ
た
の
で
す
が
、

単
に
憲
兵
だ
っ
た
と
い
う
理
由
か
ら
不
利
な
処
遇
を
さ
れ
た
人

も
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

私
は
こ
の
よ
う
に
し
て
生
き
て
帰
り
、
生
き
て
現
在
も
こ
こ

に
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
あ
の
時
、
隊
長
か
ら
「
憲
兵
学

校
の
二
次
試
験
の
合
否
が
決
定
す
る
ま
で
部
隊
に
残
れ
」
と
の

命
を
受
け
た
か
ら
私
の
現
在
は
あ
っ
た
の
で
す
。

私
は
内
地
で
、
九
月
、
サ
イ
パ
ン
玉
砕
の
通
達
を
聞
き
ま
し

た
。
名
古
屋
で
編
成
さ
れ
私
が
所
属
し
た
師
団
は
第
四
十
三
師

団
（
誉
第
一
一
三
九
一
部
隊
）
で
あ
り
、
名
古
屋
編
成
の
部
隊

は
、
歩
兵
第
一
三
五
連
隊
（
誉
第
一
一
九
三
四
部
隊
）
で
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
誉
兵
団
は
、
歩
兵
第
一
一
八
連
隊
（
静
岡
）

、

歩
兵
第
一
三
六
連
隊
（
岐
阜
）
と
前
出
の
名
古
屋
連
隊
と
が
所

属
部
隊
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
部
隊
、
第
三
十
一
軍
の
隷
下
部
隊
で
あ
り
、

独
立
混
成
第
四
十
七
旅
団
（
備
第
一
七
五
二
八
隊
）

、
直
轄
部

隊
は
歩
兵
第
十
八
連
隊
の
一
部
、
歩
兵
第
八
十
九
連
隊
第
三
大

隊
（
本
隊
は
沖
縄
玉
砕
）

、
野
砲
兵
第
四
十
四
中
隊
、
独
立
山

砲
兵
第
三
連
隊
、
高
射
砲
第
二
十
五
連
隊
、
独
立
高
射
砲
第
四

十
三
中
隊
、
独
立
工
兵
第
七
連
隊
、
独
立
自
動
車
第
二
六
四
中

隊
、
同
第
二
七
八
中
隊
、
戦
車
第
九
連
隊
（
拓
第
一
二
〇
八

九
）

、
第
六
十
碇
泊
場
部
隊（
暁
第
一
六
七
二
三
部
隊
）
で
す
。

テ
ニ
ア
ン
島
は
、
第
二
十
九
師
団
の
歩
兵
第
五
十
連
隊
、
グ

ア
ム
島
は
、
第
二
十
九
師
団
主
力
の
歩
兵
第
十
八
・
第
三
十
八

連
隊
ほ
か
で
あ
り
、
共
に
玉
砕
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
憲
兵
隊
の
二
次
試
験
の
た
め
、
内
地
に
残
留
し
た
の



で
す
が
、
も
し
、
部
隊
と
共
に
サ
イ
パ
ン
へ
行
っ
て
い
た
ら
玉

砕
し
、
今
日
の
私
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
同
年
兵

は
皆
、
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
当
時
の
戦
友
は
一
人

も
お
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
戦
友
会
も
あ
り
ま
せ
ん
。

思
え
ば
、
軍
隊
と
は
運
隊
で
あ
り
、
生
き
残
っ
て
憲
兵
と
し

て
勤
務
し
た
と
こ
ろ
が
、
私
が
少
年
工
と
し
て
入
営
前
ま
で
勤

務
し
た
舞
鶴
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
戦
友
が
死
ん
だ
サ
イ
パ
ン

戦
の
こ
と
を
戦
記
で
読
ん
だ
り
し
ま
す
が
、
彼
の
地
で
玉
砕
し

た
戦
友
の
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

【
解

説
】

サ
イ
パ
ン
島
守
備
の
主
力
の
、
第
四
十
三
師
団
（
誉
第
一
一

九
三
一
部
隊
）
は
、
昭
和
十
九
年
四
月
に
、
次
の
よ
う
に
編
成

し
た
。

師
団
司
令
部
・
歩
兵
第
一
一
八
連
隊
（
静
岡
編
成
）

歩
兵
第
一
三
五
連
隊
（
名
古
屋
編
成
佐
藤
春
治
氏
所
属
）

歩
兵
第
一
三
六
連
隊
（
岐
阜
編
成
）・
第
四
十
三
師
団
通
信

隊
・
同
兵
器
勤
務
隊
・
同
経
理
勤
務
隊
・
同
野
戦
病
院
・
同

輜
重
隊

南
部
地
区
隊
は
、
独
立
混
成
第
四
十
七
旅
団
で
あ
り
、
満
州

の
各
師
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た
三
、
四
年
兵
主
隊
の
精
強
部
隊

で
、
次
の
諸
部
隊
か
ら
成
っ
て
い
る
。

独
立
歩
兵
第
三
一
五
大
隊
（
歩
兵
第
十
四
連
隊
第
三
大
隊
）

独
立
歩
兵
第
三
一
六
大
隊
（
歩
兵
第
四
十
連
隊
第
三
大
隊
）

独
立
歩
兵
第
一
三
七
大
隊
（
歩
兵
第
十
連
隊
第
三
大
隊
）

独
立
歩
兵
第
三
一
八
大
隊
（
歩
兵
第
八
十
九
連
隊
第
三
大

隊
）

独
立
混
成
第
四
十
七
旅
団
砲
兵
隊
（
野
砲
第
十
連
隊
第
三
大

隊
）

同
工
兵
隊
（
工
兵
第
二
十
五
連
隊
第
三
中
隊
）

ほ
か
に
、
戦
車
隊
・
独
立
山
砲
第
三
連
隊
・
独
立
臼
砲
第
十

四
大
隊
・
独
立
臼
砲
第
十
七
大
隊
、
第
二
十
五
高
射
砲
隊
・
独

立
工
兵
第
七
連
隊
・
船
舶
工
兵
第
十
六
連
隊
が
陸
軍
の
主
た
る

部
隊
で
あ
る
。

海
軍
主
要
部
隊
は
次
で
あ
る
。

第
五
根
拠
地
隊
、
第
五
十
五
海
軍
警
備
隊
、
横
須
賀
第
一
特

別
陸
戦
隊
、
そ
の
他
。



陸
軍
　
二
八
、
五
一
八
人
・
海
軍
一
五
、
一
六
四
人

合
計
　
四
三
、
六
八
二
人

ほ
か
に
在
留
邦
人
約
二
万
人
で
あ
る
。

日
本
軍
の
火
砲
と
戦
車

一
五
セ
ン
チ
（
以
上
）
榴
弾
砲
　
　
　
　
三
〇
門

一
〇
セ
ン
チ
（
以
上
）
榴
弾
砲
　
　
　
　
二
一
門

山
砲
・
三
セ
ン
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
門

速
射
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
門

大
隊
砲
・
迫
撃
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
門

高
射
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
門

砲
数
合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇
門

軽
戦
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
両

中
戦
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
両

米
軍
の
火
砲
と
戦
車
戦
力
（
サ
イ
パ
ン
戦
）

一
五
セ
ン
チ
（
以
上
）
榴
弾
砲
　
　
　
二
八
六
門

一
〇
セ
ン
チ
（
以
上
）
榴
弾
砲
　
　
　
四
四
八
門

山
砲
・
三
セ
ン
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
門

速
射
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
門

バ
ズ
ー
カ
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
四
門

大
隊
砲
・
迫
撃
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七
門

高
射
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
門

砲
数
合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七
一
門

中
戦
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
両

た
だ
し
、
陸
軍
主
力
、
第
四
十
三
師
団
中
の
歩
兵
第
一
一
八

連
隊
は
、
昭
和
十
九
年
六
月
四
～
六
日
、
米
潜
水
艦
に
撃
沈
さ

れ
、
伊
藤
豪
連
隊
長
以
下
二
、
二
四
〇
人
戦
死
、
兵
器
、
資
材

等
は
ほ
と
ん
ど
失
う
。
生
存
者
約
一
、
〇
〇
〇
人
の
う
ち
半
数

は
火
傷
の
た
め
入
院
、
同
乗
の
独
立
臼
砲
二
個
大
隊
、
独
立
戦

車
二
個
中
隊
、
野
戦
飛
行
場
設
営
隊
の
多
く
の
兵
員
、
戦
車
、

臼
砲
、
そ
の
他
の
兵
器
・
資
材
す
べ
て
海
没
し
た
。

海
軍
の
戦
闘
主
力
兵
力
は
、
第
五
十
五
警
備
隊
二
、
〇
〇
〇

人
、
横
須
賀
陸
戦
隊
六
〇
〇
人
の
計
二
、
六
〇
〇
人
程
度
で
、

ほ
か
は
航
空
、
船
舶
、
病
院
、
施
設
関
係
者
で
あ
っ
た
。



昭
和
十
九
年
六
月
十
五
日
午
前
六
時
過
ぎ
、
米
軍
は
艦
砲
射

撃
並
び
に
航
空
機
の
援
護
に
よ
り
上
陸
を
開
始
し
た
。
水
際
で

の
日
本
軍
の
集
中
砲
火
に
米
軍
の
水
陸
両
用
車
は
転
覆
炎
上

し
、
上
陸
を
頓
挫
さ
せ
た
が
、
海
岸
線
の
陣
地
や
対
戦
車
壕
も

米
軍
の
砲
爆
撃
の
た
め
破
壊
さ
れ
、
残
っ
た
の
は
ジ
ャ
ン
グ
ル

内
の
陣
地
の
み
と
な
っ
た
。

十
五
日
、
上
陸
し
た
米
軍
主
力
は
、
歩
兵
一
七
個
大
隊
、
第

二
海
兵
師
団
、
第
四
海
兵
師
団
、
第
二
海
兵
連
隊
（
予
備
軍
）

、

同
砲
兵
大
隊
、
第
四
海
兵
師
団
砲
兵
隊
、
戦
車
二
個
大
隊
だ
っ

た
と
い
う
。

第
四
十
三
師
団
が
サ
イ
パ
ン
島
に
到
着
し
、
当
時
の
隊
員
の

話
で
は
（
戦
後
聞
い
た
）

、
島
へ
上
陸
し
た
が
、
陣
地
構
築
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
主
力
第
四
十
三
師
団
が
到
着
し

て
か
ら
ま
だ
一
カ
月
、
し
か
も
同
師
団
の
第
二
次
軍
（
静
岡
歩

兵
第
一
一
八
連
隊
）
は
前
述
の
ご
と
く
大
損
害
を
受
け
、
戦
力

ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
近
い
状
態
で
守
備
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
戦
車
も
、
日
本
軍
は
九
五
式
軽
戦
車
、
九
七
式
中
戦
車

（
重
量
一
五
ト
ン
、
四
七
ミ
リ
戦
車
砲
）
で
あ
る
の
に
、
米
軍

の
Ｍ
３
中
戦
車
（
二
八
、
五
ト
ン
、
七
五
ミ
リ
戦
車
砲
）

、
Ｍ

４
中
戦
車
（
重
量
三
三
ト
ン
、
七
六
ミ
リ
戦
車
砲
）
が
主
力
で

あ
る
か
ら
、
重
量
、
備
砲
と
も
に
日
本
軍
よ
り
は
遙
か
に
上

回
っ
て
い
た
。
Ｍ
４
の
装
甲
板
は
日
本
軍
の
戦
車
砲
で
は
貫
通

し
な
い
ほ
ど
厚
い
。
従
っ
て
、
最
後
に
肉
薄
攻
撃
以
外
に
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

南
雲
司
令
官
、
斉
藤
師
団
長
が
最
後
の
総
攻
撃
に
関
す
る
命

令
を
全
守
備
隊
員
に
発
し
た
の
は
七
月
五
日
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
七
月
六
日
、
司
令
官
等
は
自
決
、
日
没
と
共
に
第
一
三
五
・

一
三
六
連
隊
の
軍
旗
が
谷
間
で
奉
焼
さ
れ
、
無
念
の
思
い
は
将

兵
に
燃
え
る
軍
旗
に
手
を
触
れ
別
れ
を
告
げ
た
。
七
日
午
前
零

時
、
総
攻
撃
の
た
め
鈴
木
大
佐
以
下
約
三
、
〇
〇
〇
人
が
集
結

し
た
。
杖
に
す
が
る
負
傷
兵
、
在
郷
軍
人
、
警
防
団
員
、
青
年

団
の
一
般
邦
人
も
交
じ
っ
て
い
た
。
武
器
の
な
い
者
も
多
か
っ

た
。
小
銃
は
一
〇
人
に
一
挺
程
度
し
か
な
く
、
竹
槍
や
こ
ん
棒

を
手
に
し
、
石
だ
け
を
持
っ
者
も
い
た
。

日
本
軍
は
午
前
三
時
を
期
し
、
米
軍
に
向
か
っ
て
突
進
し

た
。
米
軍
は
照
明
弾
を
打
ち
上
げ
、
砲
火
を
浴
び
せ
て
き
た
。



し
か
し
、
こ
の
日
の
日
本
軍
は
絶
対
に
引
き
返
さ
な
か
っ
た
。

死
体
を
乗
り
越
え
、
乗
り
越
え
て
何
十
波
と
い
う
集
団
で
突
き

進
ん
で
、
主
力
は
米
歩
兵
第
一
〇
五
連
隊
、
第
一
、
第
二
大
隊

の
第
一
線
を
突
破
し
て
、
後
方
の
砲
兵
陣
地
ま
で
突
入
し
た
。

第
一
大
隊
長
は
味
方
の
斉
射
を
浴
び
て
戦
死
し
た
。
米
軍
は
六

五
〇
人
以
上
の
死
傷
者
を
出
し
逃
げ
ま
ど
っ
た
。

日
本
人
は
こ
の
「
バ
ン
ザ
イ
突
撃
」
を
最
後
に
し
て
散
っ
て

い
っ
た
。「
悲
劇
の
サ
イ
パ
ン
」
で
あ
っ
た
。

夫
を
国
に
捧
げ
た

戦
後
の
苦
難
　 神

奈
川
県
　
橋
本
喜
美
子
　 

私
は
、
長
崎
県
対
馬
厳
原
町
の
生
ま
れ
で
す
。
故
郷
で
定
年

六
十
歳
ま
で
勤
め
て
、
長
男
が
東
京
の
大
学
卒
業
後
、
厚
木
で

勤
務
し
て
い
ま
す
の
で
、
九
州
は
遠
い
か
ら
近
く
に
住
ん
で
欲

し
い
と
い
う
こ
と
で
、
厚
木
市
に
住
む
よ
う
に
な
り
五
年
に
な

り
ま
す
。

郷
里
は
、
県
の
出
先
機
関
も
多
く
官
庁
や
商
店
が
多
い
町

で
、
高
い
山
と
海
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
城
下
町
で
す
。
当
時
対

馬
は
、
一
つ
の
町
と
三
十
位
の
村
が
一
緒
に
な
り
、
現
在
は
町

村
合
併
で
町
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
真
ん
中
に
川
が
流

れ
、
六
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
立
派
な
護
岸
工
事
が
し
て
あ
る
堤

防
が
あ
り
、
川
幅
四
四
メ
ー
ト
ル
位
の
立
派
な
川
で
、
海
へ
流

れ
て
い
ま
す
。

川
に
は
手
摺
の
つ
い
た
立
派
な
橋
が
あ
り
ま
す
。
特
に
県
道

は
広
い
道
で
、
八
幡
宮
、
銀
行
、
電
話
局
、
郵
便
局
、
ホ
テ

ル
、
旅
館
、
病
院
な
ど
が
あ
る
大
通
り
で
す
。
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
故
郷
は
忘
れ
ら
れ
な
い
、
懐
か
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

終
戦
後
五
十
八
年
に
な
り
、
私
た
ち
未
亡
人
も
少
し
ず
つ
落

ち
着
い
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
た
っ
た
頃
か
と
思
い
ま
す

が
、
未
亡
人
も
高
齢
に
な
り
、
十
年
前
の
半
数
近
く
に
な
り
、

ほ
ん
と
う
に
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。
平
均
年
齢
も
八
十
五
歳
だ

そ
う
で
す
。

夫
を
失
い
、
幼
児
を
抱
い
て
、
若
い
妻
が
生
活
と
た
た
か
っ

て
ゆ
く
姿
は
悲
壮
な
も
の
で
し
た
。
私
も
主
人
が
長
崎
市
生
ま




